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【手続補正書】
【提出日】平成30年6月22日(2018.6.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　前側および裏側を有する筐体と、前記前側は、第１の次元において前記裏側からオフセ
ットされている、
　前記筐体の前記前側にある第１のアパーチャを介してアクセス可能な第１のイヤピース
と、
　前記筐体の前記裏側にある第２のアパーチャを介してアクセス可能な第２のイヤピース
と、前記第２のアパーチャは、第２の次元において前記第１のアパーチャからオフセット
されている、
　ユーザインターフェースデバイスと、
　前記第１のイヤピースを介して音を出力することから前記第２のイヤピースを介して音
を出力することに切り替えるとの決定に応答して、前記ユーザインターフェースデバイス
のロック解除能力をディセーブルにするように構成されたプロセッサと、
　を備えるモバイルデバイス。
【請求項２】
　前記裏側の第１のエッジから前記第２のアパーチャまでの第１の距離が、前記裏側の第
２のエッジから前記第２のアパーチャまでの第２の距離に実質的に等しく、
　前記裏側の第３のエッジから前記第２のアパーチャまでの第３の距離が、前記裏側の第
４のエッジから前記第２のアパーチャまでの第４の距離に実質的に等しく、
　前記第１のエッジは、前記第２のエッジの反対にあり、
　前記第３のエッジは、前記第４のエッジの反対にある、
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　請求項１に記載のモバイルデバイス。
【請求項３】
　センサをさらに備え、前記プロセッサは、前記センサから受信されたデータまたはユー
ザ入力に基づいて、前記第１のイヤピースを介して音を出力することから前記第２のイヤ
ピースを介して音を出力することに切り替えるかどうかを決定するように構成される、請
求項１に記載のモバイルデバイス。
【請求項４】
　前記第２のアパーチャは、実質的に前記裏側の中心に位置しており、前記モバイルデバ
イスは、前記第２のアパーチャの周りの前記裏側において定義される第２の耳配置領域を
さらに備え、ここにおいて、前記第２の耳配置領域は、ユーザの耳の一部分を接触させる
ように構成される、請求項１に記載のモバイルデバイス。
【請求項５】
　ラウドスピーカをさらに備え、前記ラウドスピーカは、前記第１のイヤピースおよび前
記第２のイヤピースと異なり、前記ラウドスピーカは、前記第１のイヤピースと比べてお
よび前記第２のイヤピースと比べて、大きい距離にわたるオーディオ出力を可能にするよ
うに構成される、請求項１に記載のモバイルデバイス。
【請求項６】
　筐体と、
　第１のイヤピースと、
　第２のイヤピースと、
　ユーザインターフェースデバイスと、
　前記第１のイヤピースおよび前記第２のイヤピースと異なるラウドスピーカと、
　プロセッサと
　を備え、前記プロセッサは、
　　第１のモードで動作している間に、前記第１のイヤピースを介して音を出力すること
から前記第２のイヤピースを介して音を出力することに切り替えるとの決定に応答して、
前記ユーザインターフェースデバイスのロック解除能力をディセーブルにすることと、
　　第２のモードで動作している間に、出力を提供するために前記ラウドスピーカをイネ
ーブルにすることと、
　を行うように構成される、モバイルデバイス。
【請求項７】
　前記第１のイヤピースを介して前記音を出力することから前記第２のイヤピースを介し
て前記音を出力することに切り替えるとの前記決定は、センサから受信されたデータまた
はユーザ入力に基づく、請求項６に記載のモバイルデバイス。
【請求項８】
　前記ユーザインターフェースデバイスは、タッチスクリーンディスプレイを備え、前記
プロセッサは、センサからのデータに基づいて前記タッチスクリーンディスプレイをロッ
クするように構成される、請求項１に記載のモバイルデバイス。
【請求項９】
　前記第１のイヤピースは、前記タッチスクリーンディスプレイを収容するために前記筐
体の周辺に位置しており、前記ユーザインターフェースデバイスは、前記第１のイヤピー
スおよび前記第２のイヤピースと異なる、請求項８に記載のモバイルデバイス。
【請求項１０】
　前記プロセッサは、前記ユーザインターフェースデバイスの第２のロック解除能力をイ
ネーブルにするようにさらに構成され、前記第２のロック解除能力は、前記ロック解除能
力に関連付けられた第１の入力パターンよりも高い複雑度を有する第２の入力パターンに
関連付けられる、請求項１に記載のモバイルデバイス。
【請求項１１】
　前記ロック解除能力は、第１の入力パターンに関連付けられ、前記第１の入力パターン
の複雑度は、前記第１の入力パターンにおいて検出される、タッチの数、方向変化の数、
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またはこれらの組み合わせに基づく、請求項１０に記載のモバイルデバイス。
【請求項１２】
　前記ロック解除能力は、少なくとも一部分が前記ユーザインターフェースデバイスを介
して検出可能である入力パターンに対応し、前記プロセッサは、前記ユーザインターフェ
ースデバイスの第２のロック解除能力をイネーブルにするようにさらに構成され、前記第
２のロック解除能力は、前記ロック解除能力に関連付けられた第１の入力パターンよりも
高い複雑度を有する第２の入力パターンに関連付けられる、請求項６に記載のモバイルデ
バイス。
【請求項１３】
　モバイルデバイスを動作する方法であって、
　第１の動作モード中、前記モバイルデバイスにおいて、第１のイヤピースを介して音を
出力することから第２のイヤピースを介して音を出力することに切り替えるとの決定に応
答して、前記モバイルデバイスのユーザインターフェースのロック解除機能をディセーブ
ルにすることと、
　第２の動作モード中、前記モバイルデバイスにおいて、ラウドスピーカを介して出力を
生成することと
　を備え、前記ラウドスピーカは、前記第１のイヤピースおよび前記第２のイヤピースと
異なる、
　方法。
【請求項１４】
　前記第１のイヤピースを介して音を出力することから前記第２のイヤピースを介して音
を出力することに切り替えるとの前記決定は、ユーザ入力に基づく、請求項１３に記載の
方法。
【請求項１５】
　前記モバイルデバイスのマイクロフォンにおいて入力を受信することと、
　前記入力に基づいて、前記モバイルデバイスが騒音環境にあることを決定することと、
　前記モバイルデバイスのディスプレイにおいて表示されるメッセージを生成することと
　をさらに備え、
　前記メッセージは、ユーザ入力を入力するようにユーザを促す、
　請求項１３に記載の方法。
【請求項１６】
　前記第１のイヤピースを介して音を出力することから前記第２のイヤピースを介して音
を出力することに切り替えるとの前記決定は、前記モバイルデバイスの回転を検出するこ
とに基づく、請求項１３に記載の方法。
【請求項１７】
　前記回転は、前記モバイルデバイスのジャイロスコープからのデータに基づいて検出さ
れる、請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　前記回転は、前記モバイルデバイスの近接センサからのデータに基づいて検出される、
請求項１６に記載の方法。
【請求項１９】
　前記回転は、前記モバイルデバイスの１つまたは複数のカメラからのデータに基づいて
検出される、請求項１６に記載の方法。
【請求項２０】
　前記回転を検出することは、前記モバイルデバイスの軸の周りの前記モバイルデバイス
の回転を検出することを含む、請求項１６に記載の方法。
【請求項２１】
　前記回転を検出することは、前記モバイルデバイスの前記軸および第２の軸の周りの前
記モバイルデバイスの回転を検出することを含む、請求項２０に記載の方法。
【請求項２２】
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　前記軸および前記第２の軸の周りの前記回転を検出することは、加速度計から、ジャイ
ロスコープから、またはこれらの組み合わせからデータを受信することを含む、請求項２
１に記載の方法。
【請求項２３】
　前記第１のイヤピースを介して音を出力することから前記第２のイヤピースを介して音
を出力することに切り替えるとの前記決定に応答して、前記モバイルデバイスの近接セン
サをディセーブルにすることをさらに備える、請求項１３に記載の方法。
【請求項２４】
　前記近接センサは、別の物体への前記第１のイヤピースの近接を検出するように構成さ
れる、請求項２３に記載の方法。
【請求項２５】
　前記第１のイヤピースを介して音を出力することから前記第２のイヤピースを介して音
を出力することに切り替えるとの前記決定に応答して、前記モバイルデバイスに関連付け
られた状態を更新することをさらに備え、前記状態は、前記モバイルデバイスのメモリに
記憶され、前記状態は、前記モバイルデバイスの向きを示す、請求項１３に記載の方法。
【請求項２６】
　前記状態は、筐体のどちらの側面が前記モバイルデバイスのユーザを向いているかを示
す、請求項２５に記載の方法。
【請求項２７】
　命令を記憶するコンピュータ可読記憶デバイスであって、前記命令は、プロセッサによ
って実行されると、前記プロセッサに、
　第１の動作モード中、モバイルデバイスにおいて、第１のイヤピースを介して音を出力
することから第２のイヤピースを介して音を出力することに切り替えるとの決定に応答し
て、モバイルデバイスのユーザインターフェースのロック解除能力をディセーブルにする
ことと、
　第２の動作モード中、ラウドスピーカを介して出力を生成することと
　を含む動作を行わせ、前記ラウドスピーカは、前記第１のイヤピースおよび前記第２の
イヤピースと異なる、
　コンピュータ可読記憶デバイス。
【請求項２８】
　前記ユーザインターフェースは、タッチスクリーンディスプレイに対応し、前記動作は
、前記第１のイヤピースを介して音を出力することから前記第２のイヤピースを介して音
を出力することに切り替えるとの前記決定に応答して、前記タッチスクリーンディスプレ
イをロックすることをさらに含む、請求項２７に記載のコンピュータ可読記憶デバイス。
【請求項２９】
　前記動作は、前記第１のイヤピースを介して音を出力することから前記第２のイヤピー
スを介して音を出力することに切り替えるとの前記決定に応答して、前記ユーザインター
フェースの第２のロック解除能力の認識をイネーブルにすることをさらに含み、前記ユー
ザインターフェースは、前記ロック解除能力をディセーブルにする間、ロック状態である
、請求項２８に記載のコンピュータ可読記憶デバイス。
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